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友だち
みんなと

緊張した入学式そして進級から １ヵ月が紐ち ，各小学校

では春の遠足で。観月台公園や阿津賀志山へと行きました。

澄みきった空のもと，汗をかいたあとに食ぺるお弁当は格

別です。そうそう友だちみんなと食ぺるから ，もっとおい

しくなるんだね！



国
見
町
議
会
臨
時
会

議
会
構
成
決
定

議

長
佐
藤
忠
美
議
員

副
議
長
八
島
博
正
議
員

八島 溥正副議長 佐藤忠美議長

議会運営委員会

室井精一副委員長(
総務常任委員長)

玉手昭巾 委員長

志 村 良 男 委員

(文教厚生常任委貝長)

松 浦 市 太郎 委 員(

建設水道常任委員長)

村 上 利 人 委員(

農林 常任委員長)

各組合議会議員

組　　 合　　 名 � 謫　　 員　　 名

公 立 藤 田 病 院 組 合 �
佐藤忠美，八島博正．占ｍ久男

佐藤政一、松浦畏明、室井精一

梁　 川　 町　 岡　 見　 町
大 枝 小 学 校 組 合 �

玉手昭市、佐藤政 一、志村良男

國分次雄、佐藤富ｆ

伊 達 地 方 衛 生 処 理 糾 合 �村 匕利夫、鈴木 光

伊 達 地 方 消 防 組 合 �佐久間幸雄、商橋ｌ 壽

福島地方広域行政11務組合 �佐藤忠丈、八鳥博正

福島地方水道用水供給企業団 �佐藤忠美

町選任委員 ( 議会関 連)

監　　 査　　 委　　 員 �菊地 正

渇水対策施設財産管理委員 �
吉Ⅲ久男．松浦市太郎．浅野富男

佐藤忠美

山 艮 育 英 財 産 管 理 委 員 �志村良男

く敬 称 略 ）

五
月
七
日
改
遥
後
の
臨
助
会
に
お
い
て
諸
会
の
新
た
な
絹
織
が
棡

成
さ
れ
ま
し
た
。
正
副
議
長
退
出
は
選
挙
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
議

長
に
佐
藤
忠
美
議
貝
、
剛
議
長
に
八
島
博
正
議
員
が
圧
倒
的
多
数
で

選
出
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
各
常
任
委
員
会
委
員
が
指
名
推
薦
さ
れ
、
各
正
副
委
員
艮

が
遥
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
四
年
間
町
民
の
代
衣
と
し
て
。

町
政
執
行
の
意
志
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
ぺ

ま
た
、
組
合
議
会
議
員
の
選
出
、
監
査
委
員
を
は
じ
め
町
選
任
倭
貝

に
つ
い
て
諏
会
の
同
意
が
な
さ
れ
、
新
議
会
が
始
動
し
ま
し
た
。

佐
藤
忠
美
議
長
は
就
任
挨
拶
で
、
運
営
は
不
偏
不
党
、
公
平
熊
私

で
臨
み
、
会
議
は
諭
議
を
尽
く
し
、
終
始
一
貫
善
意
を
も
っ
て
臨
み

た
い
と
述
べ
、
町
民
の
付
託
に
に
応
え
る
べ
く
謎
会
活
動
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。



文 教 厚 生
常任委員会

建 設 水 道
常任委員会

農　　　 林
常任委員会

総　　　 務
常任委員会

志 村 良 男 委ｌ 長

國分 次雄 副委員長

玉手昭市委員

佐藤政一委員

佐藤富子委員

松浦市太郎委員長

佐 久間 幸 雄 副委員長

佐藤忠美委員

菊地　正委員

浅野富男委員

村上 利 夫 委員長

高 橋 豊 壽 副委員長

吉田久男委員

斎藤政之委員

佐藤一也委員

室 井 精 一 委員長

鈴木　 光 副委員長

八島 博 正 委員

松浦長明委員

佐久間靖明委員

（

国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

）

町
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
二
十
五
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票

の
結
果
、
二
十
名
の
新
た
な
町
議
会
議
貝
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
と
も
な

い
町
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
二
十
日
台
一
ボ
、
定

員
二
十
名
に
対
し
二
十
一
名
が
立

候
袖
し
、
選
挙
の
結
果
現
職
十
四

名
匸

兀
職
一
名
、
新
人
五
名
の
計

二
十
名
が
当
逸
し
ま
し
た
。
改
選

さ
れ
た
議
艮
の
任
期
は
四
月
三
十

日
か
ら
四
年
問
と
な
り
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
と
、

投
票
率
は
八
四
・
七
九
％
で
、
四

年
前
の
前
回
を
四
・
九
ポ
イ
ン
ト

下
回
り
ま
し
た
。
な
お
、
確
定
得

票
及
び
投
票
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。

投票 状況（最終確定）

投米区 �打権者数 �投票総数 �投票率

藤 田 �4.573 �3.752 �8X{X5

小 坂 � 】 214 � 匚 7 �8&71

森江野 �l,557 �l,  9 �87.

大木戸 �l,1仭 � 厦7 � ま 5.8

大 技 �614 �556 �!X).56

合 計 �9.  Ⅱ 8 �7.7 � 叺79

確　定　得　票 (敏称略)

氏　　 名 �得 累 数 �所属等 �当選回敗

佐 藤 富 子 �648.117 �無新 � ｜

佐 藤 忠 美 �561.856 �無現 � ８

志 村 良 男 �491. �無現 � ３

菊 地　　 正 �474. �無現 � ４

斎 藤 政 之 �42×6.7 �無新 � ｜

佐 藤 一　也 �426.649 �無新 � １
玉 手 昭 市 �407. �無現 � ８

室 井 精 一 �386. �無現 � ３

松 浦41 太 郎 �351. �無元 � ３
八 鳥 博 正 �353. �無現 � ６

高 橋 豊 庸 �34X �無現 � ２

浅 野 富　男 �340. �共新 � Ｉ

佐 藤 政　･- �333.5(y7�無現 � ６

村 上 利　夫 �XX5. �無現 � ４

佐 久 間 幸 雄 �301. ｰ �無税 � ３

吉 田 久 男 �296. �無現 � ７

松 禰 長 明 �2陷． �無税 � ５

鈴 木　　 光 �Zｱ7. �無現 � ２

國 分 次 雄 �Xr7. �無税 � ２

佐 久 閥 靖 明 �幻 9. 3 �無新 � 】
得累取は国見町選挙管理憂艮会発表



誓
い
新
た
に
火
の
守
り

新
消
防
団
長
に
高
橋
力
氏

町
消
防
団
の
辞
令
公
付
式
が
四
月

。
日
行
わ
れ
、
林
初
男
団
艮
の
退
団

に
と
も
な
い
、
後
任
の
新
川
長
と
な

る
高
橋
力
氏
へ
、
冨
永
町
長
よ
り
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
副
団

長
に
は
星
野
巌
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

高
橘
新
団
長
は
教
養
分
団
艮
・
副

団
長
を
経
て
の
就
任
で
、
星
野
副
Ｍ

艮
は
第
五
分
団
艮
か
ら
の
昇
格
と
な

り
ま
す
。
こ
の
他
皿
十
六
件
に
及
ぶ

異
助
再
任
辞
令
が
高
橘
団
長
よ
り
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
退
団
し
た
の
は
五
十
年
近
く

に
わ
た
り
消
防
活
助
に
尽
力
し
、
特

に
昨
年
の
（

月
末
豪
雨
に
際
し
、
消

防
団
の
帥
頭
指
押
を
と
ら
れ
た
林
団

艮
を
は
じ
め
鈴
木
正
夫
第
四
分
聞
艮

の
ほ
か
十
五
名
で
す
。
ま
た
新
た
に

卜
七
名
が
人
団
し
火
の
守
り
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

消防団新入団員名卿 消防団退団者名簿

】－ １　 佐藤 俊弘

ト ー３　 鴨Ⅲ　 正－

２－３　 洩野ilﾐ 宏

2 －3　1a 橋 真餓

２ －３　 佐藤1 】ﾐ史

２ －３　 高橋　 亨

３ －１　 寺鳥 弘之

３－ｌ　 宍戸 兇巳

３ －２　 人波輿市郎

３－２　 本多 洋志

４ －｜　 斉藤 嘉弘

４ －｜　 鈴 木 純治

４ －｜　 佐藤 昭文

５－｜　 人沼 啓助

５－２　￥．野|IE 博

５－２　 遠藤　iE

5 －3　 松洲 秀夲

本 団 林　 初男 ( 47.5 )

本 団 鈴木jl 五大(  射 . 9 )

1 －3　 本Ⅲ　 善 市 い 6.0  )

2 －｜　宍j i伊勢雄（35.0 ）

2 －3　 浅野 武志(  和 .0 )

3 －2　 人波 良一(  ﾛ .0 )

5 －｜　 松浦 弘男 い 6.0 )

5 －3　 谷沖 洋一(  0  )

2 －｜　 佐ji l 二夫(  . 0 )

2 －｜　 笛江ll 典 〔笳.0 〕
I －3　 斎藤 淳夫 〔ll. 0 )

2 －3　 佐丿抽金兵術 〔.0 〕

2 －3　 大野 金 男〔協 .0 )

2 －3　 鈴木　 敦 〔13.0〕

3 －｜　 寺心 孝 ・(  .0 )

3 －｜　 樋ITI　典雄 〔Ⅱ .0 )

3 －2　 斎藤　IIﾓ （.5.0 ）

敬称略・左の敗字は所属分川．０ 　は 在職 年数

各
種
団
体
総
会
開
催

四
月
は
町
内
会
長
を
は
じ
め
役

職
只
の
改
選
期
で
あ
り
、
各
種
外

郭
団
体
の
総
会
が
多
く
開
雛
さ
れ

ま
し
た
。

各
種
団
体
は
町
行
政

運
営
を
支
え
『
豊
か
で
住
み
良
い

活
力
あ
る
町
づ
く
り
』
の
推
進
役

と
し
て
極
め
て
重
嬰
な
役
制
を
担

っ
て
い
ま
す
。

今
回
退
任
さ
れ
た
方
に
は
艮
年

の
ご
協
力
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
。
ま
た
新
た
な
任
に
就
か
れ

た
方
に
は
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
各
総
会
で
は
活

動
報
告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
が
審
議
さ
れ
、
役
員
の
選
出

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
の
会
長
・
副
会
長

敬
称
略
、（
　
）
は
町
内
会

一
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会

長

村
上
　
金
正
（
山
根
）

剛
会
艮

菅
野
　
硴

（
内
谷
東
）

一
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
　
艮
　

八
鳥
新
太
郎
（
山
崎
北
）

副
会
長

佐
久
間
＆
卻
（
第
十
二
）

一
国
民
年
金
組
合
連
合
会

会
　
・
長

佐
久
間
幸
雄
（
第
三

副
会
長

樋
口
　
馨
　
（
本
町
）

一

健
康
推
進
員
協
破
会

会
　
長

奥
山
災
沖
？
（
宮
町
北
）

副
会
長

渋
谷
　
明
７
（
光
明
寺
）

″
　

八
巻
　
紘
子
（
泉
田
上
）

選
挙
管
理
委
員
長
に
佐
久
間
氏

四
月
四
日
選
挙
管
理
委
員
会
が
開

か
れ
、
新
委
員
長
に
佐
久
間
幸
雄
氏
、

委
ｎ

長
職
務
代
理
者
に
は
大
津
義
隆

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
ぺ

佐
久
悶
新
委
員
艮
は
就
任
早
々
に

県
議
会
選
挙
と
町
議
会
選
挙
を
管
理

執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
改
逸
で
は
前
委
は
艮

の
斎
藤
太
助
氏
、
職
務
代
理
者
の
佐

藤
咀
吉
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
新

退
管
委
員
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
選
挙
管
理
委
員

佐
久
間
幸
雄
、
人
津
義
隆

加
藤
拙
生
、
佐
藤
豊
藏

■
同
補
充
員

高
橋
勝
美
、
小
野
光
一

宮
本
仁
、
玉
ｆ
卍
嘔



バランスシー卜に見る町財政

社会資本整備による健全運営

国見町の

普通会計
バ ラン スシ ート

○当初予算額と職員数の状況

年 度 一般会計当初予算翻 職員数

S63 2.310 ･百万円 116人

H10 4,6ﾌ1)百万円 119人

伸び覃 1 oe. 2.6 %

( ●恊：百万円)

資　　　　 産 負僕・正味財産

冫μ､､1 S63 H10 差 額 冫 冬ヽ S63 H10 差 康

貸　付　 龠 ０ 2(X) 2(xl債筋Ｓ姐行為 llS 247 52

牆立金(塁金) 871 1,(X汨 1脯 起　　　 償 1 . 1 4,688 2. 7

出 資 金 等 22 629 叨 うち交付麗擂副l 一S37  ー2. ｰ  23E

内有価証券 ６ ７ １ 負 債 合 計 1，379 2. 1 888

内出 資 龠 16 622 鵬 正 味 財 臘
(●酳一負働)

－486 14. ｰ 15.31 ﾌ
投資的経費 ０ 15. 15.

合　　　計 893 17. 16 2砺 合　　　 計 8SK3 17,098 16.

注１）車両．鶇品は米計上．

2  )  臨 第、餌築物咢の 減価輿却費は米計上．

３）画職金は福馬県酊村共涓岨きに穡立て．

４）投資的経費 ．支出の効果か長期間にわたって持瞹する経費でr 普適確設事輿費等j をいう.

（例）文化センター、中央集会所．邏齢公圜．学校．体育倉．フール．遠路．橋梁．水路郷

５）投資的経費は263 年以前をｏと仮足して平慶元年からIo 年度までの10 ヶ年閨における施設

且備状況（累計頷）をみたものです．

参考　 文・ ●欷5月弓!1 ・ 秀曲（慶応大学霞授）のr 日本国のバフンスシートj を●罵として作成．

町
を
含
め
て
官
庁
の
会
針
に
つ
い

て
は
水
道
事
業
な
ど
を
除
い
て
、
単

式
簿
記
方
式
で
行
わ
れ
て
お
り
、
資

産
（
財
産
）
の
助
き
を
み
て
い
ま
せ

ん
。
本
当
の
財
政
の
動
き
を
知
る
に

は
企
業
会
計
的
な
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
貸
借
対
照
表
）
が
必
嬰
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

単
年
の
お
金
の
出
入
り
だ
け
で
な
く

財
産
を
含
め
た
資
産
。
負
債
の
全
容

を
示
す
も
の
で
す
。

今
回
『
文
芸
春
秋
５
月
吋
』
に
お

い
て
慶
応
大
学
の
加
藤
秀
樹
教
授
が

発
表
し
ま
し
た
「
口
本
国
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
」
と
い
う
論
文
に
基
づ
き

町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
。

昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十
年
ま
で

の
卜
ヶ
年
間
の
資
産
と
負
債
・
正
味

財
産
に
よ
り
町
財
政
状
況
に
つ
い
て

み
て
み
ま
し
た
。

資
産
に
お
い
て
差
額
の
欄
の
貸
付

金
二
億
円
は
誘
致
企
業
に
対
す
る
も

の
で
す
。
積
包
金
一
億
九
千

八
百
万

円
の
増
は
財
政
調
整
基
金
等
の
預
金

で
あ
り
、
出
資
金
等
六
億
七
百
万
円

は
水
迫
用
水
企
業
団
へ
の
出
資
が
主

な
も
の
で
す
。
投
資
的
経
費
百
五
十

二
億
円
は
文
化
セ
ン
タ
ー
や
学
校
等

の
施
設
、
道
水
路
な
ど
の
普
通
建
設

事
業
費
で
あ
り
、
資
産
の
合
針
は
こ

の
十
年
間
で
百
六
十
二
億
五
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
に
対
照
す
る
負
債
は

債
務
負
担
行
為
五
千
二
百
万
円
の
農

家
等
災
害
借
入
資
金
の
利
子
補
給
、

あ
る
い
は
町
上
地
改
良
区
の
長
期
債

借
入
償
還
金
補
助
等
で
す
。

次
に
起
債
い
わ
ゆ
る
町
の
借
金
で

す
が
、
昭
和
六
十
三
年
で
十
七
億
二

千
百
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
十

年
度
末
に
お
い
て
は
四
十
六
億
五
千

八
百
万
円
と
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
の
中
味
を
見
る
と
、
こ
の
う
ち

二
十
六
億
三
千
八
百
万
円
が
国
よ
り

地
方
交
付
税
と
し
交
付
見
込
め
る
額

で
す
。
従
っ
て
火
際
の
町
の
お
金
で

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
起
債
は

二
十
億
二
千
万
円
で
あ
り
、
起
債
額

全
体
の
四
十
三
％
と
な
り
ま
す
。

起
債
に
つ
い
て
例
え
ば
私
た
ち
が

住
宅
を
新
築
す
る
場
合
、
長
期
資
金

を
本
人
と
息
子
さ
ん
で
借
入
し
二
代

に
渡
っ
て
支
払
い
す
る
様
に
、
町
に

お
い
て
も
大
き
な
嘔
業
を
行
う
場
合
、

艮
期
資
金
を
借
入
れ
、
完
成
し
た
施

設
、
道
路
等
は
後
吐
に
渡
り
使
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
皀
代
間
で
こ
れ

を
負
担
し
て
て
い
く
と
い
う
わ
が
国

の
財
政
の
仕
組
み
で
す
。

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
正

味
財
産
を
み
る
と
、
平
成
十
年
度
末

に
は
累
計
額
で
百
四
十
八
億
三
千
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
年
間
に
起
債
額
二
十
九
億
三
千

七
百
万
円
の
増
加
に
対
し
て
、
学
校
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
運
助
公
園
、
及
び

道
水
路
等
の
社
会
資
本
整
備
費
は
百

五
十
三
億
千
七
百
万
円
と
な
り
。
起

債
増
額
の
五
倍
も
の
社
会
整
備
が
図

ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
正

味
財
産
が
増
え
れ
ば
財
政
に
ゆ
と
り

が
で
き
た
こ
と
に
な
り
、
逆
に
減
れ

ば
将
来
に
負
担
を
残
す
と
言
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
国
見
町
に
お
い
て
は

健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

因
に
加
藤
秀
樹
教
授
の
口
本
の
国

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
け
る
正
味

財
産
は
約
九
百
兆
円
の
マ
イ
ナ
ス
、

債
務
超
過
（
平
成
九
年
三
月
三
十
一

日
現
在
）
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
は

厳
し
い
状
況
と
い
え
ま
す
。



排
水
能
力
ア
ッ
プ

大
枝
排
水
機
増
設
工

事
完
了

県
営
湛
水
防
除
施
設
整
備
事
業
は

総
工
費
一
〇
億
四
千
万
円
を
投
じ
、

平
成
五
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
本
年
三

月
末
に
工
嚊
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
現
在
ま
で
の
二

‘
三
倍
の

排
水
能
力
と
な
り
、
湛
水
被
害
軽
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
工
事
に
よ
り
新
た
に
、
原
動
機

二
二
〇
馬
力
、
口
径

。
０
０
０
ｊ
‥
い

の
ボ
ン
プ
ニ
機
。
貯
水
池
や
除
塵
機

が
増
設
さ
れ
、
既
設
分
を
含
め
、
四

機
の
排
水
機
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、

排
水
能
力
も
フ
ル
稼
働
で
現
在
ま
で

の
毎
秒
三

こ

五
勁
か
ら
、
川
こ

ブ
増
の
紅
秒
七
・
こ
五
い
と
な
り
大

幡
に
増
強
さ
れ
ま
す
。
ま
た
貯
水
池

の
設
置
に
よ
り
取
水
囗
が
一
口
ｆ
が

り
早
期
の
稼
働
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
枝
排
水
機
場
は
川
内
地
区
三
一

吋
と
梁
川
町
東
大
枝
地
区
二
九
口
、

計
六
〇
お
の
内
水
排
除
を
目
的
と
し

設
置
さ
れ
、
既
設
節
分
は
昭
和
五
十

二
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
近
年
の
閧

宛
整
備
に
よ
る
降
雨
時
の
急
激
な
集

水
に
よ
り
、
既
設
施
設
の
能
力
不
足

に
対
応
し
て
増
股
が
進
め
ら
れ
き
た

も
の
で
す
。
工
事
完
了
で
排
水
能
力

の
向
上
に
よ
り
、
湛
水
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
川
内
地
区
の
農

産
物
被
害
の
減
少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
運
転
・
管
理
は
平
成
五
年
度
か

ら
は
梁
川
町
よ
り
引
継
ぎ
国
見
町
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。

有
利
な
国
県
の
捕
助

湛
水
防
除
事
業
に
つ
い
て
は
地
城

排
水
の
性
格
を
有
す
る
公
共
性
の
高

い
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
高

率
の
補
助
が
受
け
ら
れ
．
今
事
巣
は

福
島
県
が
事
業
胞
体
で
火
施
さ
れ
ま

し
た
。
哺
助
は
基
幹
工
種
に
お
い
て
。

国
県
が
九
剛
で
町
の
負
担
は

Ｉ
割
と

な
り
。
そ
れ
を
受
益
面
積
に
応
じ
国

兄
町
と
梁
川
町
で
負
担
し
ま
す
。
そ

の
結
果
総
事
業
費
一
〇
億
四
千
万
円

に
対
し
国
見
町
で
は
六
千
二
百
五
十

万
を
負
担
し
、
更
に
交
付
税
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
の
活
用
に
よ
り
財

源
を
確
保
し
ま
し
た
。

・ 湛水防除事業とは

ｕ

ン

こ

し
　

今

で

し

流

ポ

・
縮

・

｀
面

と

り

る

す

短

す

は

肝

内

’

よ

す

で

を

ま

と

・
以

た

に

水

業

間

い

こ

す

間

し

昇

濮

事

畤

て

る

で

眄

ま

上

Ｉ

る

る

し

す

麗

４

し

位

強

す

浸

と

水

困

２

を

水

ヽ
－

に

的

排

も

を

強

の

を

設

水

目

て

て

問

増

Ｉ

水

を

が

を

全

と

眄

の

ま

　

第

　

ｖ

武

つ

水

に

の

心

申

水

除

阿

ま

排

主

客

の

工

湛

排

ぐ

溜

の

り

被

眄

設

が

水

水

ず

ど

よ

物

雨

瓏

地

内

外

れ

な

に

作

豪

の

麗

｀

さ

プ

れ

農
　

回

は

て

大
枝
の
将
来
の
た
め

－

湛
防
施
設
増
設
に
よ
せ
て
Ｉ

昨
年
八
月
末
豪
雨
災
害
時
に
は
町

民
皆
橡
方
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に

ま
ず
御
礼
申
し
匕
げ
ま
す
。
こ
の
度

湛
水
防
除
施
設
増
設
工
事
が
完
了
し
、

冨
永
町
鎚
さ
ん
は
じ
め
ご
尽
力

い
た

だ
い
た
皆
橡
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
大
枝
地
区
・
川
内
は
ａ

か
ら

水
害
の
被
災
地
で
あ
り
ま
し
た
。
滝

川
の
堤
防
完
成
に
よ
り
、
年
に

Ｉ
、

二
度
見
舞
わ
れ
た
家
屋
の
浸
水
も
ほ

と
ん
ど
無
く
な
り
、
被
害
も
激
減
し

た
も
の
で

す
。
し

か

し
昨
今
の

開
宛
や
水

路
改
修
に

よ
り
、
急

激
に
水
が

押
し
寄
せ

川
内
町
内
会

会

長

木
村
敏
男

る
い
わ
ゆ
る
内
水
洪
水
が
課
題
と
な

っ
て
き
。
低
位
に
あ
る
農
地
が
被
山

に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

川
内
で
は
肥
沃
な
農
地
に
水
稲
、

野
菜
そ
し
て
桃
を
中
心
と
し
た
樹
園

地
が
あ
り
ま
す
。
特
に
桃
は
大
枝
地

区
の
大
切
な
収
入
源
で

あ
り
、
将
来

へ
引
き
雛
ぐ
財
産
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
末
豪
雨
の
被
害
の
と
お

り
、
桃
は
水
に
弱
く
町
の
補
助
に
よ

り
改
碵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
排
水
ポ
ン
プ

ー
。機
増
般
に

よ
り
、
湛
水
時
間
が
縮
減
さ
れ
る
こ

と
は
、
農
作
物
と
り
わ
け
桃
へ
の
被

害
を
抑
え
る
に
は
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
一
層
の
的
確
な
稼
働

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
大
枝
地
区
の

将
来
を
照
ら
す
光
と
成
ら
ん
こ
と
を

祈
念
し
て
や
み
ま
せ

ん
。



平成11年度調査予定地区

調査区域は

山根地区です

傴

成
ｔ

．
印
度

の
川

卜
洲

介
は
『

山
限
地

区

を
中

心
と
し

た
人

仆

い
柚

柚

ド

ー人

字
人
へ

．口
ご

‥Ｅ
皿
『

け

川
及

び
昌
心

山
地

ド
の

．
卵
一二
山

葭

戸

定

．㈲
陌

．

ｆ
四

川

ず
八

厂
－

な
Ｉ』

『
実

皀

し
圭
・
す
．

こ

の
調
介

ぱ
．

現
皿

を

．
筆

阿

に

調
査

・
測
‥．叭
ｔ

る

’一
と

に
ょ

り
で

所

行

者
や

地
囗
二

川
嘖
及

ひ
・埖
μ

な

ど

を
明

確
に
す

る
も

の
で

す
　

現
ん
に
使



4刀の
グ

ラ
ビ

ア

伝
統
の
舞
・
太
々

神
楽
奉
納

る

た

な

い

た

い

れ

ら

・
し

て

さ

か

い

ま

れ

露
　

輿

い

ｎ

Ｊ

贊

逕

認

｀

咄

楽

会

子

に

匕

た

存

ヽ
舞

な

旨

昌

形

く

神

ま

伝

無

し

々

が

る

濁

新

太

餠

か

で

゛
だ

は

ろ

社

た

ん

で

ひ

神
し

つ

内

て

日

ま

を

境

せ

譽

れ
　

・
わ

翦

亙

。

谷

納

ら
　

に

内
・

冫

ａ

日

が
頃

上

曹
1
8

豪
日
　

の

月

‘’

゛

え

４

々

と
1
3
し

太
あ

る

に

長
崎
国
見
町

奉
賛
会
来
町

４月８日長崎県国貝jlの 土黒地区雌没者慰富串質僉の 楠木

躙一 会長ほか45 名が來罰しました。観月台又化センターで富

永町長の歓迎を受けたあと引 地孝町遺族会会長ら会員と 会の

運営などについ て親しく 意見 支援を行い両町民間団 体同志の

又 流を図りました。

引き続き一行は山繭 水雷 神社境内の戦没者叙霊殿 を参拝、

当町戦投者五百七十余柱の 僻霊に献花、追悼をささ げら れ、

曹さな ね切 祖鳥を後にしました。

時代を開く直播栽培

小型の無人ヘリコプターで穡も みを廛揚水田にまく作業か28日 から 、ほ 塲

整爾事業 で簪儷された小坂地区 の水田 で行わ れました．

Ｊ 揚 裁培は今年で ３年目を向 かえ､tｉ=s で 妲撞する小坂水稲直価組合の 水

ａで異絶さ れたもので、酸素供幡 剛をコーティングした種も みを芻ａ区

画杓10 分でまくことかでき、大幅な 作業時飃の 軽減が図られます．

また 、直播競培圜積の15 ％が生座輿整の実 績としてカウントさ れます．

●榲鳥県の松本農林水産部長に直播旨 憤．小坂地区 ほ場整備事業につい て

説明 する冨永町長



希

望

を

む

ね

に

入
学

お

め
で
と

う

県

北

中

字

校

で

は

爽

新

し

い

制
服

に

劈

を

包

ん

だ

新
入

生

１

２
５

名

（

男
6
1
名

文
6
4
名

）

が

伝

統

の

門

を

く

ぐ

り

ま

し

た

。

４月８日の幼 穡園の入園式に

は ．罪田 幼74名 ・罧江野町S?3名

のちょっと大きｇ剛服の、ちょ

っぴり緊彊したＩ 児たちがおり

ました．

が

嫋

小

Ｉ
　

生

式

り

戸

内
｛
一

誕

字

田

木

町
　

の

入

藤

大

ｃ

の

生

で

『

‘

名

４

年

゛

校

名

略

８

ｎ

一

す

学
1
1
1

小

て

の

で

小

小

小

枝

せ

力

各

坂

野

大

わ

ピ

日

小

江

’

合

６

｀
森

名

の

月

ｎ

’
1
0

4

わ

名

行

人事異動

町職員及び教職員の人事異動 が４月１日

付で次のとおり発令されました。

教職員人事異動

学 校名 �
翫　　 入 ��� 転　　 出

�鼈名 � 氏　 名 �19 俘匐 �職 名 � 氏　 名 � 新任校

敕蕚委員会 ����第 事�弔悗 雅ｉ �櫑葛●碾

卜 坂 小 ����教 齢 �田辺 罰子 �fi潦小

藤 田 小 �

教 諭 �遭梟 トモ �皿原･j･ �取 諭 �大磯　 圃 �飯野l]敦脣

��羈淨洋子 �Ｓ●＿小 ��五７嵐みどり �1むり

��曽野石合了�新口用

ａ,工●!小 � 教 練 �葛橦　 儼 �大茜生小 � 敦 滷 �丹治 笶・ �措征ｼj･

�霏謠 �竇祿まゆみ �皿万小 � 教 諭 �１ 麹 事天 �
・凵小

叉木戸4･ �霞 饋 �ｔ利 匐－ �上大田小 � 取 蝸 �翼丿 陲魯 �川俣閘小

伊1. 中 �

り 艮 �石μ　 Ｓ �●野中 �り 畏 �釁ｌ 眄男 �仁釐中

�教喰 �吸● 町子 �礇歸中 � 教 鵬 �小野　 思 �●号中

��八値皿孑 �山木屋帋 ��三瀬ｎい孑 �福島一φ

��矢吹雅人 �嘔人竹震中 ��杉山 亀彦 �む舛中

��鈴木曇き子�嘔曷四中 ��抃渟:日員子 �tll中

��６μ和紀 �之区中 ��Ｊ田 尤明 �啗黷巾

��ｌ谷5柵子 �欟大暈膕 ��我譽 佃子 �滝椪中

�ｌ蕎 �・舒富輿了 �丗田小 � 斟主釁 � 曾野みゆき �輾男φ

�講師 �渡辺 嬰之

町職員人事異動
噺　　　　 任 �氏　 名 � 旧　　　　 歴

亰直・ 尽 �小野 ・ 穀 � 育 受 員: 欠喪讐事り敦彎皿長

敦冐憂員査次長●７校 物 履 長 �五田 輝驤 �衣道皿員

4RI 皿丿置●ｉ 佐蔓生邁噎瞳胥長 �.き谷 呵i庫 �税務宿 長 橋・ 酋定貞盾係畏

・襄 習 主任韭譱簣艾叱・ 貝係長 �小西 ●Ｓ �ｔ１７・ 踝主任・ 嚢蔓生蓙学習徭畏

観栩讃三任主査 す 賞 係長 �佐碌 妬夫 �住民歸主任・ 皇簣ｉ 漓珊珊・ 掻

生１学習・ｔ任ま賣贄里涯学習係長 �引廼 田91」 �７校敕冐諄学校敦弯係長

学校敦１譚主任１量皿事喰霏冐係畏 �羽椎巳孝司 �生涯学皿踝艾叱伍興係喪

IS栩袰吋主任・嚢 �佐竹 蝌子 �僉斟寮舎旺主皿第  係

会卜靈・ 任主蠹●出納係 �八 第 岐 子 �観栩讚！任ｉ 責●鬯ｔ貧塵佩

り!務課１任主査兼固竃費ｌ 係 �歹鰆 瞭工 �住民X11 僅ｔ蠱簀戸口住民係

俣・ 框鮭躋介第 支 等門員 �菅甲 文子 �社 窘 宿 攝壼派亅

良林ly114S 脣圧１爨 �引雇　 輿 �聡捐踝艾婁こ菴・重査

企稾膺工ll企●颶工係主査 �笥墫 弘美 �皿市塵備譚篆愿靈偶偶！ 蠹

保健櫂尅霆櫑祉係・ 責 �武田 正裕 �輿月瞽佩諷農地雙魯係主査

総Ｓ諄又窟広報係主皿 �羽根 ，l－ �総務皿財取係！ 嚢

哇!で讚戸緬住民係 �大 務 第 �建設Ｓ建皿保

・凡踝刻政係 �安齢 皃钁 �袁料柵●糾振興係

税羈誹口納侈 �佐藤 廛史 �聡務臍財日侈

鄒・ 警魯課影冖i雙費弧 �r哨･ 呻窶 �企●商工擂Ｘごt講盍偶

農村整備諢農地警備侈 �中礬 敬一 �晩務慶収叭偶

生JI学習課曾恵蒹社合体胃係 �両　 嬰薺,1�生・？苔諢又化振貝伊

企薦羈丿課田ま贋・・ �●暑 醤敬 �住民贋li奩係

IUI 諄夕政係 �勾上 正● �農村ｌ 儁霖輿忖幤儁{l

●退 職

轟子宏子( 農利 序備 踝ｔ 任主査)

・新探用
保健福祉皿福祉係　　 野村康宏
作民課年金係　　　 豊野好洋
農村整備課農村整魯係 鴫原資史
建般課建般係　　　 佐藤責浩



保育所の 子どもたち

はじめてのお弁当

空
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
ゆ
う
ゆ
う
と

泳
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
．
新
し
く

入
所
し
た
子
ど
も
た
ち
は
少
し
づ
つ

保
育
所
に
馴
れ
だ
し
．
泣
い
て
い
た

’Ｆ
も
保
母
に
手
を
麗
し
仲
べ
、
歌
を

う
た
っ
て
は
み
ん
な
と
う
ち
解
け
は

じ
め
て
お
り
ま
す
．

昨
年
か
ら
継
続
の
子
た
ち
が
。
新

し
い
友
達
の
獸
話
を
す
る
姿
は
、
三

月
ま
で
の
お
ぼ
つ
か
な
い
姿
と
違
い
、

確
実
な
成
長
に
驚
き
を
感
ぜ
ず
に
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
。
忠
ま
れ
た
環
境
の

な
か
で
、
充
実
し
た
保
育
に
心
が
け
、

家
庭
と
協
力
し
あ
い
。
伸
び
伸
び
と

明
る
く
育
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。四

月
中
旬
よ
り
お
弁
当
を
持
っ
て

の
登
所
で
す
。
朝
か
ら
何
度
も
カ
バ

ン
の
中
の
弁
当
を
確
か
め
に
ロ
ッ
カ

ー
に
足
を
運
び
ま
す
。
外
で
遊
ん
で

お
経
、
い
よ
い
よ
楽
し
み
に
し
て
い

た
お
弁
当
の
時
間
で
す
。

お
弁
当
、
給
食
の
お
か
ず
や
み
そ

汁
、
フ
ル
ー
ツ
、
箸
を
き
ち
ん
と
置

い
て
食
事
が
始
ま
り
ま
す
。
お
喋
り

し
な
が
ら
み
ん
な
で
食
べ
る
ご
は
ん
、

保
育
所
な
ら
で
は
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
す
。
中
に
は
自
分
の
蝋
い
な
も

の
、
苦
手
な
も
の
が
入
っ
て
い
て
食

べ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
。

ち
よ
っ
と
が
ん
ば
っ
て
、
少
し
づ
つ

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し

（
藤

田

保
育
所

長
　

木
口

絹
子

）

４月５日、お父さん・お

母さんと一維の入所式で
す。３峻未満19名、３峻19

名、４蝮以上12名の合
計50名が入所しました

楽しみのお弁当の時間で

す。泣いてた子もみんな
笑朋に変わります

まち

再発

見

くにみの

民話かるた

こ
れ
は
藤
田
や
山
崎
な
ど
の

お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
話
。

む
か
し
あ
る
男
が
藤
田
か
ら

半
田
の
方
に
歩
い
て
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
狐
が
前
を
歩
い

て
い
た
ん
だ
そ
う
だ
。
男
は
狐

は
人
を
ば
か
す
つ
う
が
、
お
れ

ば
絶
対
ば
か
さ
れ
た
り
し
ね
え

ぞ
と
狐
の
後
を
つ
け
て
行
っ
た

と
。狐

は
急
に
ク
ラ
ツ
、
ク
ラ
ツ
、

と
宙
返
り
し
て
す
な
わ
ち
赤
ん

坊
を
背
負
っ
た
ね
ん
ね
こ
姿
の

女
の
姿
に
な
っ
て
、
さ
っ
さ
と

近
く
の
家
に
入
っ
て
い
っ
た
。

男
が
た
ま
げ
い
る
と
、
ど
う
や

ら
家
の
中
で
は
娘
が
孫
見
せ
に

里
帰
り
し
て
来
る
た
と
大
喜
び

の
様
子
。
さ
て
は
と
男
は
そ
の

家
に
行
き
、
そ
い
つ
は
こ
う
い

う
わ
け
で
狐
だ
。
今
松
葉
い
ぷ

し
て
正
体
見
せ
っ
か
ら
と
、
い

く
ら
皆
が
止
め
て
も
松
葉
く
べ

は
じ
め
た
と
。
そ
の
う
ち
娘
も

孫
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
と
こ

ろ
が
い
く
ら
待
っ
て
も
尻
尾
も

毛
も
生
え
て
こ
な
い
。

家
の
人
た
ち
の
悲
し
み
怒
り

は
大
変
な
も
の
だ
。
男
も
こ
れ

は
も
う
死
ん
で
花
び
を
す
る
し

か
な
い
と
覚
悟
し
た
と
。
す
る

と
そ
こ
に
旅
の
坊
さ
ん
が
通
り

か
か
り
出
家
し
て
佛
の
供
養
を

し
ろ
と
諌
め
ら
れ
、
そ
れ
で
は

と
頭
の
毛
を
き
れ
い
に
剃
っ
て

も
ら
い
、
ふ
っ
と
気
が
つ
く
と

泥
田
の
中
に
い
た
ん
だ
と
。
狐

の
一
族
に
丸
坊
主
に
さ
れ
た
と

い
う
話
。

毛
を
そ
っ
て

ぺ
ろ
り
と
だ
ま
す

古
狐



保健だよ り

滷儺ｉ 祉釁11 鑞(  5 過 5 ) 2夕８4

６ 月４ 日からは

「歯の衛生週間」

誰もか儔唐な歯で。食事を味わいたいものです。

謌査によると、６０嫩では18 本、80 歳では３.５本しか残っていないというのが現状です。歯

を失う原因の５２パーセントを占めるのが虫歯です。虫歯のできるメカニズムについては、①歯

②食べ物（糖質）③紐菌の３つの条件がＩ なるとできやすくなります。囗の中に食べ物が入り、

時間が経つにつれて歯垢の中の細菌が糖質を分解し、酸を遇りだし歯を溶かしてしまうのが原因

です。良べたら磨く習慣を心がけ、いつまでも永く自分の歯とおつきあいしたいものです。

☆すすんで受けよう結核・基本健康診査☆

★と　き

★対象者

★料 金

5 / 17～21 、5 / 24～２８までの10日間
結核検診

基本診竃

８００円

涓16 歳以上すべての町内居住者（田和59 年4月1日以前に生まれの方）

昭和35年4月１日以前に生まれの方に限ります。

（国民健康保険に加入されている方は無料となりますので、保険証を持参してください。ま

た。昭和5 年4月１日以前生まれの方「70歳以上」、住民税非課税世帯、生活保護世帯の方

も無料となりますので。受付に申し出てください。）

※詳しいことは 、チラシをご覧ください。

乳　児　健　診

骸　　当　　乳　　児 � 実　施　日 � 受　付　時　間 � 場　　 所

・3か月児（平成11年３月生まれ）
・9か月児（平成10年９月生まれ） �

７月22日團 �午後１時30分～午後２時 �観月台文化センター
第１和窒

☆医師の指導、身長・体重測定 、詞乳、離乳 、家族計・ などについて

☆母子手帳を忘れずに １

ポリオの集団予防接種
概ね春と秋の年２回実施予定です。 平成11 年度の実施予定は下記のとお りです。

実　 施　 日 � 地　 区　名 � 会　 掲 � 時　 間 � 注意すること

７ 月 ６日(火) � 藤田地区 �
観 月 台 文 化

セ ン タ ー

体　 育　 館 �

午後1  時 30分

から

午後 ２ 聘まで

受付 �

・６週間以上の間隔で２回投与

・実施日に涓３ヵ月～90月までの１回もし

くは２回未投与の乳幼児が対象です。

・ポリオの予防接種予診票を記入し、母子

健康手帳と一緒にお持ちください。

７ 月 ７日團 �上記以外の地区

10 月26 日(火) � 藤田地区

10 月27 日(水) �上 記以 外の地区

献血ご協力ありがとうございました
４月16日に開催されました国兄町献血推進協議会総会で、ご協力をいただいた個人および嘔業所へ感謝状

が贈られました。受彰された方々は、以下のとおりです。

【個　 人 】

・50 回Ｕ 上／羽根津一さん(国見町役場丿　 爾●正美さ ん(サイトウ・ホーム) 佐蒻ひろみさん 穐月辰也さん{国見町商工会}

・30 回Ｕ 上／尾形盾冶さん(ホテルサン ルート飆飆)

・10 回Ｕ上／村上正宰さん(国見町役場) 佐蔀義典さ ん(肢商会) 佐藤喜代子さん(睦商会) 我譽安男さん(睦膺会)
岡部優子さん(国見電子) 半沢弘子さん{国見電子} 八巻モト子さ ん(東北ストッキング)

紺野良一さん(国費田l商工会青年部) 柴田京子さん(国見|町役場) 中蝶雅彦さ ん

【弔 業 所 】 国見ライオンズクラブ 褞粱製作所株式会社 株式会社名鉄レストラン



いんふぉ
め～しょん

ミスピーチ募集
国見町梼麿のももをはじめ、ふくしまの果勧をＰＲして

いただく19ミスピーチを鼻集いたします．応鼻資格、選考

会、応募方法などの詳細は次へ問い合わせください．

★問い合わせ

〒960－8601福島市五老内町３－１

福鳥市役所「ミスピーチ」係公525－3727

募
　
集

国

見

町

職

員

（
大
学

卒
程

度
）

国
見
町
で
は
、
平
成
十
二
年

度
に
採
用
す
る
職
員
（
大
学

卒

羅
度
）
の
募
集
を
し
ま
す
．

▼
受
験
資
格
・：
昭
和
五
十
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四

月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
老
又
は
ｆ
成

十
二
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者

▼
募
集
期
間
：
亠（
月
二

日

～
七
月
一
日
（
郵
送
の
場
合

は
六
月
二
十
九
日
消
印
分
ま
で

受
け
付
け
）
▼
一
次
賦
験
日
…

八
月
一
日
▼
同
合
格
発
表
：
十

月
上
旬

▼
二
次
試
験
日
：
二

次

試
験
合
格
者
に
通
知
▼
申
込
用

紙
の
謂
求
…
申
込
用
紙
は
総
務

課
で
交
付
し
ま
す
．
郵
便
で
請

求

す
る
場
合
は
、
封
筒
に
『
大

学

卒

程
度

試
験

申
込

用
紙

請

求
』
と
朱
書
き
し
、
八
十
円
切

手
を
は
り
、
あ
て
先
を
明
記

し

た
返
信
用
封
簡
を
同
封
す
る
こ

と
▼
申
込
方
法
・：
◇
申
込
用
紙

に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
総
務

踝
に
提
出
す
る
こ
と
◇
郵
送
す

る
鳩
合
は
、
封
筒
に
「
大
学
卒

程
度
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
．

八
十
円
切
手
を
は
り
、
あ
て
先

を
明
記
し
た
返
個
用
封
簡
を
同

封
す
る
こ
と
◇
受
験
禀
を
受
領

し
た
と
き
は
、
六
か
月
以
内
に

撮
彫
し
た
本
人
の
写
真
一
枚
を

は
り
、
受
験
当
日
持
参
す
る
こ

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

ｎ
（
５
８
５
）
２
１
－

２

福
島
県
職
員

【
大
学
卒
程
度
】

▼
受
験
資
格

・：
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ

た
者
。
学
歴
は
不

問
。
た
だ
し
、
取
種
に
よ
っ
て

は
免
許
や
賢
格
を
有
す
る
（
見

込
み
も
可

）
こ
と

▼
受
付
期
間

・：
五
月
十
三
日

～
六
月
四
日
▼

試
験
日
・：
六
月

二
十
七
日

【
警
察
官
Ａ
・
婦
人
警
察
官
Ａ
】

▼
受
験
資
格
…
昭
和
四
十
五
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
大
学
（
短
大
は
除
く
）
を

卒
業
し
た
者

又
は
卒
業
見
込
み

の
者
▼
受
付
期
間
・：
五
月
二
十

四
日
～
六
月
十
五
日

▼
試
験
日

…
七
月
十
一
日

｛
そ
の
他
｝
短
大

・
高
校
卒
業

程
度
、
警
察
官
Ｂ
、
栄
養
職
員
、

学
校
事
務
職
員
等

に
つ
い
て
も

採
用
試
験
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
次

に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
人
事
委
員
会

昔（
5
2
1
）
7
5
8
8

し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦

横
鳥
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
今
年
中

に
金
婚
式
を
迎

え
る
夫
婦
を
表

彰
し
ま
す
。

▼
該
当
者
・・・
昭
和
二
十
四
年
に

結
婚
し
た
夫
婦
。
た
だ
し
、
昨

年
ま
で
に
届
け
出
し
な
か
っ
た

夫
婦
も
引
き
峡
き
対
匁
と
な
り

ま
す

▼
受
付
期
限
・・一
六
月
三
十

日
ま
で

▼
申
込
方
法
…
各
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
又
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
申
し
込
む
こ
と

★
問
い
合
わ
せ

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

昔（
５
８
５

）
3
４
０
3

物
価

通

信

講

座

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は

。
物
価
通
偖
講
座
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

▼
受
講
資
格
…
物
価
問
題
や
経

済
の
仕
組
み
に
閲
心
が
あ

り
、

全
課
程
を
修
了
す
る
意
欲
の
あ

る
人
▼
学
習
閘
間
…
八
月
か
ら

十
一
月
ま
で

▼
学
習
方
法
・：
当

セ
ン

タ
ー
が
配
布
す
る
テ
キ
ス

ト

を
使
用
し
。
自
宅
で
学

習
。

テ

キ
ス
ト
を
読
み
、
ク
イ
ズ
の

回
答
及
び
リ
ポ
ー
ト
を
提
出

▼

受
講
料
Ｅ
無
科

▼
申
込
期
限
…

五
月
三
十
一
日

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
企
咽
商
工
係

啻（
５
８
５
）
2
9
2
7

女
性
の
技

術
講
習
会

－

パ
ソ
コ
ン

初
級
－

『
再
就
職

を
考
え
て

い
る
も

の
の

賢
格

が
何

も
な

く
て

不

安
』
と
い
う
女
性
を
対
象
に
、

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
閧
催
し
ま

す
．

▼
科
目
…
パ
ソ
コ
ン
初
級
▼
内

容
…
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
肺
門

三
級
合
格
を
目
指
し
ま
す
▼
期

閥
・；
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日

（
水
）
か
ら
七
月
三
十
日
（
金
）

ま
で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で

▼
時
間
…
午
的
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

▼

会
場
・：
県
女
性
耽
業
援
助
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
県
庁
柬
分
庁
合

内

）
▼
定
員
・：
二
十
人

（
就
職

希
輿
の
女
性
で
全
期
閥
出
席
で

き

る
方
）

▼
受
講
料
…
無
科
▼

申
し
込
み
方
法
◇
期
日
・・
亠（
月

十
五
日
（
火
）
～
十
六
日
（
水

）

◇
時
間
…
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
◇
場
所
・：
援
助
セ
ン

タ
ー
へ
来
所
。
申
し

込
み
多
数

の
場
合
は
抽
塲
。

★
問
い
合
わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

晋（
5
2
1
）
7
7４
０

県
北
の
魅
力
を
実
感

ふ
る
さ
と
百
景
バ
ス
ツ
ア
ー

県
北
の
十
七
市
町
村
で
構
成

す
る
『
ふ
く
し
ま
拠
点
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
』
で
は
県
北
地
方

の
良

さ
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め

よ
う
と
「
ふ
る
さ
と
百
景
パ
ス

ツ
ア
ー
」
行
い
ま
す
。
県
北
地

方
の
名

所
、
旧
跡
等
の
探
訪
で

す
。

▼
開
催
日
…
七
月
四
日
（
日

）
▼

コ

ー
ス
…

智
恵
子
記
念
館
、
阿

武
隈
川
漕

艇
場
・
紫
陽
花
寺
、

杉
沢
の
大
杉
、
安
達
太
良
山
（
ゴ

ン
ド
ラ
乗
車
）
、
安
達
ヶ
原
ふ
る

さ
と
村

▼
集
合
場
所
、
時
間
等

に
つ
い
て
は
、

抽
選
結
果
と
あ

わ
せ
て
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
．

▼
参
加
資
格
・・・
県
北
地
域
に
住

ん
で
い
る
方
。
小
学
生
に
つ
い

て
は
保
護
者
同
伴
▼
募
集
定
員

…
三
百
十
五
名

（
参
加
者
多
敗

の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
…

大
人
千
五
百
円
、
子
供
千
円
（
昼

食
代
及
び
保
険
料
等
）

▼
応
募

方
法
・・
・
往
復

は
が
き

Ｔ

枚
で

２
名
ま
で
応

募
で
き
ま
す
。
）
▼

応
募
先
〒
九
六
〇
一

八
六
〇
一

福
鳥
市
五
老
内
町
三
一

一
福
鳥

市
役
所
内
福
鳥
地
方
広
域
行
政

事

務
組
合
バ
ス
ツ
ア
ー
係

▼
応

募
締
切
・：
六
月
十
六
日
（
水
）
必

着

※
抽
選
結
果
は
六
月
二
十

二
日
ご
ろ
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
・：
国
見
町
企
画

商
工
課
（
n
5
8
5
1
2
9
2
7

）
又
は
福
鳥
地
方

広
域
行
政

事
務
組
合
（
昔
５
２
１
－

８
３

－

２

）



催
　

し

学
生
の
方
へ

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

海
る
さ
と
襦
廁
卵

Λ
四
Ｕ
夕

Ｉ
ン
就
職
を
希
望
し
て

い
る
大

学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
の
学

生
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
閧
催
し
ま
す
。

【
県
外
】
▼
東
京
会
場
…
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
・
五
月
＝一
十
一
日

｛
月
｝
▼
仙
台
会
場
・：
仙
台
サ

ン
プ
ラ
ザ

・
六
月
二
日
（
水

）

【
県
内
一

▼
福
鳥
市
…
福
鳥
グ

リ
ー

ン
パ

レ

ス

亠
（

月

七
日

（
月
）
▼
郡
山
市
…
ホ
テ
ル
（

マ
ツ
・
六
月
九
日
（
水
）
【
そ
の

他
】
会
津
若
松
市
、
い
わ
き
市

で
も
開
催
。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
。

★
問
い
合
わ
せ

禍
鳥
県
職
業
安
定
課

公
（
５
２
１
）
７
3

０
４

事
業
所
へ
の

求
人
説
明
会

平
成
十
二
年
三
月
新
規
学
校

卒
業
者
の
求
人
申
し
込
み
の
受

け
付
け
に
つ
い
て
串
奥
所
へ
の

説
明
会
を
鬨
き
ま
す
。

▼
場
所
・
日
時
・：
◇
川
俣
町
商

工
会

よ
（
月
十
四
日
（
月
）
◇

保
原
町
商
工
会

よ
（

月
十
五
凵

（
火
）
◇
禍
島
県
文
化
セ
ン
タ

ー

こ
（

月
十

七
Ｕ
（
木
）
▼
時

間
ミ

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

▼
内
容
・：
平
成
十
二
年
三
月
斯

規
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
す

る

求
人
申
し

込
み
の
手
続
き
に
つ

い
て
．

★
問
い
合

わ
せ

柵
鳥
公
共
職
業
安
定
所

貲
（
５
３
４
）
４
－

２

Ｉ

お
知
ら
せ

Ｕ

タ

ー

ン

登
録
制
度

こ
の
制
度
は

。
Ｕ
タ
ー
ン
を

希
望
し
て
も
地
元
企
業
の
愉
報

が
不
足
し
、
Ｕ

タ
ー
ン
に
踏
み

切
れ
な
い
人

が
、
あ
ら
か
じ
め

市
町
村
や
公
共
職
栗
安
定
所
に

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
の
条
件
を
登
録

し
、
自
分
の
希
望
す

る
求
人
情

帷
の
提
供
、
あ
っ
せ

ん
を
受
け

る
も
の
で
す
。
登
録
は

『
Ｕ
夕

Ｉ
ン
登
録
禀
』
に
肥
入
し
、
県

内
の
鳩
合
は
地
元
市
町
村
又
は

最
寄
り
の
公
共
職
杲
安
定
所
に
、

東
京
の
場
合
は

『
ふ
る
さ
と
福

島
就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
』
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
福
鳥
就
職
情
報
セ

ン
タ
ー
…
〒
1
1
0
1
0
0
0
5

東
京
都
台
東
区
上
野
２
の
1
2

の
Ｍ
　
ふ
く
し
ま
会
館
内

０
３
（
3
8
3
4
）
6
2
3０

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
公
共
職
章
安
定
所

ｎ
（
５
３
４
）
４
1
2
1

希
望
ナ
ン

バ
ー
制導

入

自
動
車
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
希
望
番
号
制
度
を
突
施
し
て

い
ま
す
。

▼
利

用
可

能
時
期
…
新
規
登
録
、

移
転
・
変
更
登
録
を
行
う
場
合

現
在
の
プ
レ

ー
ト
を
破
損
。
汚

損
し
た
場
合
▼

希
望
で
き
る
番

９

・
・
一
四

桁

以

下

の

ア

ラ

ビ

ア

数

字

の

み

が

自

由

に

選

べ

ま

す

。

人

気

の

高

い

番

吁

は

抽

選

制

と

な

り

ま

す

。
▼

申

込

方

法

・
・
・「

希

敏

ナ

ン

バ

ー

予

約

セ

ン

タ

ー

」

窓

口

で

直

接

申

込

み

く

だ

さ

い

。

希

璽

プ

レ

ー

ト

は

注

文

製

作

と

な

り

交

付

ま

で

十

日

程

度

か

か

り

、

自

助

車

の

登

緑

も

交

付

を

待

つ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

▼

交

付

手

数

料

・
：

注

文

製

作

と

な

り

通

常

よ

り

高

い

手

数

料

が

か

か

り

ま

す

。

予

約

の

際

に

支

払

い

く

だ

さ

い

。

★
問
い
合
わ
せ

希
望
ナ
ン
バ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー

ｇ
（
５
４
６

）
7
4
1
5

又
は
柵

鳥
陸
運
支
局

。`（
５
４
６
）０
３

自動車税の

納期は

５月31 日です。

忘れずに納入
しましょう。

・春の行政相談週間・

5月16日 から22 日まで は春の行 改

相談週間です。行政相談委員は、総

務庁良官が委嘱し、国の仕事を始め．

ＪＲ、ＮＴＴなどの仕事につい ての

意見や要望を受け付け、みなさ んと

役所等の 間に立ってその解決を促す

役目 を担っていま す。

行政相談委貝はいつでも目宅で相

鮫に応じていま す。気軽にご相談く

ださい。

★国見町の行政相談委員

内池和子さん

( 585 )

６月の心配ごと相談

4  日　 戊･4

渋谷 費64

日 肉 菅野善一郎･4

観油ひろ子a

25日ｔ 松浦 惣 －,4

1 手登志子･4

●場景 役場(  2 用 ) 和 蹊

●鷦冒 乍前9  一 正

人口 と世帯

人口 ４月１日現在
男　5.486 人(－１５)
夊　5.897 人(－Ｈ)
計 日.383 人ｰ  26 )

出生 ４人 死亡 １４人
転入 ６０人 転出 ７６人

世 帯
3｡ｰ  39  ー仕帯 （ ＋1 ）

結

婚
お
め
で
と

う

斎

藤

申

久

。
气

朱

小

傑

″
‘

（

石

毋

田

原

）

井

砂

剛
ｊ

・
佐

藤

見
・
子
ｊ

（

北

郎

）

松

油

裕

賢
ｊ

・

今

井

絵

理
ｊ（

大

木

戸

）

蓬

Ⅲ

畩

市

。
‘
・

浅

町

三

千

代

。
‘

（

徳

江

北

）

Ⅲ

村

淳
ｊ

・

斎

藤

巾

起

子

″
‘

ｉ

出

光

陽

）

実

沢

隆

之
ｊ

・

商

橋

美

代
ｙ

。
あ

（

山

崎

小

舘

）

菊

地

慎

一

。
气

菊

地

さ

か
え

″
ん

（

富

前

南

）

後

藤

修

一

。
“

山

家
μ

澄

″
二

本

町

｝

佐

藤

友

行

″
‘
・
渡

邉
災

由

起
。
‘

｛

滝
山

｝

誕

生

お

め
で

と

う

お

子

さ

ん
　
　

佃

躙
一

莉

宿

砂

萵

、’
‘

拿

．
‘
・

玉

与

．
‘

（

劣

町

北

）

佐

藤

文

哽

．
‘

偖

以

．
‘・
劉

刈

群

．
‘
蕕

９

佐

衂
戈

希
ｆ

、
．

‘

陶

之

．
气

朋

子

．
‘

】

川

光

跚

｝

高

粁
叫

飛

．
、

叨

弘

ぐ

ゆ

み

．
‘（

小

収

）

佐

離
人

榔

、．
‘

哮

申
．

‘・

弃

弗
江

．
冫

篳

き

ａ

℡
少

、．
‘

車
瘤

ぐ

蒭

ど

小

林

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

嵩

鶴

安

雄

。
‘
　

７６

【
泉

山

上

】

奥
山

愛

子

。
‘
　

６７
　

（
駅

前

）

佐

藤

ミ

ノ

。
‘
　

剔
　

（
第

２

）

洩
鼾

ユ

イ

。
‘
　

８９
　

（
沌

山

）

大

勝

誑
雄

。
‘
　

６７

（
人

町

南

）

佐

久

閥

孝
志

。
‘
　

３５
　

（
第

１

）

村

ｋ

徳
右

工
門

丿

８９
　

（
第

８

）

咳

邊

キ

ミ

ヨ
ア
　

８６

（
東

川

中

）

（
４

月

扣
‥‥
‥
届

出

分

ま

で

）



生涯学習

つうしん

国見町教育委貝会生涯学習課

(観月台文化センター)
(  585 ) 76 FAX  ( 5 ) 2707

行事のお知らせ

5月

17日(月) パソコン敏室

18日(火) 子ども移動図書館(大木戸小)
19 日 (水) 子ども移助図縊館(藤田小３年)

パソコン教室
21日(金) パソコン教室
24日(月) パソコン教室

25日(火) 阿津賀志学級(番道)
子ども移助図番館(森江野小)

26日(水) くにみ女性教窒(施設見学)
子ども移助図縊館(藤田小２年)
パソコン教窒

27日(木) 阿津輿志学級(春の研修旅行)
成人学級(文章敏窒)
子ども移動図番館(藤田小１年)

28日(金) 子育て教室(自然の巾で)

6 月

２日(水) 阿津賀志学級(奉仕作業.交通安全教窒)
子ども移動図書館(小坂小)

４日(金) 成人学級･くにみ女性教室合同学習
(介護保険制度)

６日(日) 町民登山(甫蔵王)

８日(火) 阿津貴志学級(和紙工芸)
子ども移助図書館(森江野小)

10日(木) 子ども移助図書館(藤田小２年)
11日(金) 子青て教窒(家族のきずな)

阿津貴志学級･くにみ女性教室合同

(スポーツ民跚)
貶 日 (土) 少年劇場「チョコレート戦争｣
14日(月) 押し花教窒

子ども移助図書館(大枝小)
パソコン叡窒

15日(火) 子ども移助図魯館(藤田小３年)

受講
生募集

趣味のガーデニング

◇開講日　 ６月15日、29日、７月13日、27日

(火曜日・４回)

◇場 所　 観月台文化センター

◇時 間　 午後１時ａ〕分～午後３眄30分

◇定 員　25 名

◇謫 師　 花きアドバイザー 新井博先掌

◇内 容　 ①ガーデニングの楽しみ方

②今人気のハープの楽しみ方

③ハープガーデンの作り方

④草木と花木のガーデニング

◇対 象　 国見町に居住、又は町内の職場に助務する方

◇材料費　1  . 网 |円( 栽培ポット、培譽十、種等)

◇申込みおよび問合せ

６月４日(金)まで牛浮学習係へお申込くださ

い。電話での申込みも受け付けます。

受講生

募集
押し花教室

◇開講日　 ６月14日｡21 日。７月12日、19日

８月９日( 月曜日・計５回)

◇場 所　 観月台文化センター

◇時 間　 午駒10時～12時

◇定 員　15 名

◇躙 師　 ふしぎな花俣驀部 押し花サロン｢ 野の花｣

指導インストラクター 伊藤朋江先生

◇内 容　 ①押し花はがき　 ②花の押し方

③花シールづくり ④籥袋づくり

⑤押し花額づくり

◇対 象　 国見!Jに居住、又は町内の職場に勤務する方

◇材料費　5.(XX)円( ５回分)

(〉申込み　 ６月１日(火)まで生涯学習係へお申込くださ

し丶。霍飫での申込みも受け付けます。

新生活運動にご 協力ください

●結婚披罵 宴は簡素にレ 会費制とし まし ょう。

会費は １万円以内とし 、引出物は自 粛し ましょう。

●お見舞いは3000 円以内とし 。快気祝いは自粛し ましょう。

●霾典は800 円以内とし 、お返しは自粛し まし ょう。

一国見町新生活運動推進委員会－



･図書室から のお知らせ・

～ﾋ ﾃ゙ﾞｵｺ－ナー､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 体験ｺ-ﾅｰ が

できました。皆さんご利用下さい～

本やビデオを借りる時には､｢利用者カード｣

が必要です。カードは図書室カウンターで、

国見町内在住在勤の方に発行します。

○図書室の開館時間　　9:(X) ～17:00

(休館日は､ 毎月第 １月曜日です｡)

○図書室(児童宰)を利用する 際は、必 ず観月台

文化センター事務室で受付をして下さい。

○図書室(児童室)での飲食は、ご遠慮下さい。

本
の

借
り
方

①
図

書
靈
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し

。
利
用
者
力
－

ド
を
も
ら
っ
て

下

さ
い

。

②
借
り
た
い
本
の
後
ろ
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
ブ
ッ
ク
カ
ー
ド
２

枚

を
と

り
。
線
が
な
い
方
の
カ

ー
ド
に

。
自
分
の
登
録
最
艮
ぢ
と
日

付
を
記
入
し
て
カ
ウ
ン
タ

ー
に
お
出
し
下
さ
い
。

貸
出
し
期
間
は
冫

週
間
以
内
で
、
ひ
と
り
５

冊
ま
で

借
り
る

こ
と

が
で

き
ま
す

。

‐‐よ
返

す
時
は
。
登
録
番
号
を

書
い
た
用
紙
を
は
さ
ん
で
。
図
書
窒

カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
返

し
下
さ
い

。
用
紙
は
『

図
書
室
カ
ウ
ン

タ

ー
に
用

意
し
て
あ
り

ま
す

。

ビ
デ
オ
の

借
り
方

①
Ｑ

書
室
カ
ウ
ン

タ
ー
で
登
録
し

、
利
用
者
力
－

ド
を
も
ら
っ
て

下
さ
い
。
本
も
ビ
デ

オ
も
同

じ
登
録
泯
緊
Ｗ
’で

借
り
る
こ

と
が
で

き
ま
す
。

②
借
り
た
い
ビ
デ
オ
の
ヶ
Ｉ

ス
を
『

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務

窒
に
お
持
ち
下

さ
い
。
ビ
デ
オ
は
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務

靈
で
舁
出
し
い
た
し
ま
す
。

・砂
ビ
デ
オ
は
館
内
（
図

書
室
又

は
児
重
靈
）
で
の
鑑
賞
の
み
に
限

り
ま
す
。
館
外

臟
出
し
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
な
お
ビ
デ
オ
の
持

ち
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

④
館

内
鵬
賞
は
。
１
回

に
つ
き
ひ
と

り
Ｉ
点
で
す
。
図
書
一

開
館

時
間
に
限
り
ま
す
。
図
書
室
で

鑑
賞

す
る
場
合
は
、
必
ず
ヘ
ッ

ド
ホ
ー
ン
を
お
使
い
下

さ
い
。

⑤
返
す
時
は
、
必

ず
巻
戻

し
て

か
ら
『

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
事

務
室
に
お
持
ち
下

さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
体
験
コ

ー
ナ

ー

の
利
用
の
仕
方

①
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
付
簿
に
記
入
の
上
申
込
み
く

だ
さ
い
。

②
利
用
時
間
は
１
回
3
0分
以
内
で
す
。

③
係
員
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
し
ま
す
。

菁
和
用
時
間
帯
は
、
９
時
～
1
7眄
（
土
、
日
『

祝
祭
日
、
休
館
日

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
』

豪
く
わ
し
く
は
、
生
涯
学
習
謀

ｎ
（
５
８
５
）
2
6
7
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

初夏の南蔵王登山参加者募集
～澄 みきった青空､いい汗 流そう！～

１。 日　畤　 ６月６日（日）

午前 ６畤30 分出発、午後５畤帰町 予定

２．コ ース 観月台文化 センター→違刈田 渥泉→刈田岳登山口…衫ケ峰…

屏風岳…不忘山…白石スキー墻→白石→観月台文化センター

３．対 象 町民で70 康未満の健康な方（学 生は除く）

･l. 定 員30 名（申込み順）

５． 経 費1.000 円

６．申込み　 ５月24 日（月）午前９畤から社会体育係で受付。

鰹費 を添えて申込み下さい電 話での申込みは受け付けません。



恒
例
の
農
業
市

第４亅回となる農業lb が．５月 ５日に観月台

公園で開催されました．あいにくの強風でした

が、戚勢のいい声が飛びかい．花や野菜などの

苗をｌ い求めるたくさんの人たちでにぎわい ま

した．

山
火
事
防
止

山火嘔が発生しやすい時刈を迎え．４月14

日県や町で構成する県北地方山火事防 止協

議会による山火事防止パレードが彳iわれました．

緑豊かな資源を守り、山火嘔予防の詐及啓兇を

図ることを目的 としています.

｢火を防ぎ 緑の山から 広がる未来｣

二
代
目
の
松
で
す

観
月
台
公
園
忠
魂
碑
前
に
二
代
目
の
松
が
航
樹
さ
れ
ま
し
た
．
長

年
咬
し
ま
れ
思

い
出
深
き
先
代
の
松
は
、
昨
年
秋
口
よ
り
枯
れ
は
じ

め
．
手
を
尽
く
し

た
も
の
の
皆
様
の
心
配
虚
し
く
．
松
く
い
虫
の
感

染
の
た
め
処
置
し

た
も
の
で
す
．
二
代
目
の
松
も
時
代
の
変
遷
を
見

守
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

春
爛
漫
花
の
舞

不二浪流日本舞踊敏室の発表会が４月４日観

月台文化センターで開破されました。 倒見教室

（不二浪亰秋会）をはじめ県北地区。白石から

門 下30 名、３歳から83 歳におよぷ華麗な花の

舞が繰り広げられました。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

一
人
が
す
き
な
た
ぬ
き
さ
ん
へ

藤
田
小

岡
崎
つ
か
さ

ど
う
し
て
。
一
人
が
い
い
の
。

と
も
だ
ち
っ
て
と
て
も
い
い
よ
。

こ
ん
ど
か
ら
。
一
人
で
山
お
く
に
い
っ
ち

ゃ
だ
め
だ
よ
。
だ
け
ど
。
一
人
で
山
お
く
に

い
っ
た
お
か
げ
で
、
う
さ
ぎ
さ
ん
と
少
し
だ

け
な
か
よ
く
な
れ
て
よ
か
っ
た
ね
。

と
も
だ
ち
が
い
る
と
た
す
け
て
も
ら
っ
た

り
。
お
話
し
し
た
り
で
き
る
ん
だ
よ
。
だ
か

ら
。
と
も
だ
ち
を
い
っ
ば
い
い
っ
ぱ
い
つ
く

っ
て
。
な
か
よ
く
な
っ
て
ね
。

早
く
、
う
さ
ぎ
さ
ん
と
な
か
よ
く
な
っ
て

ね
。
と
も
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
つ
て
、
い

ろ
ん
な
人
と
な
か
よ
く
な
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ね
。

そ
れ
か
ら
。
う
さ
ぎ
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
た

す
け
て
あ
げ
て
ね
。

と
も
だ
ち
と
あ
そ
ぷ
と
、
と
っ
て
も
楽
し

い
よ
。

そ
れ
か
ら
。
と
も
だ
ち
が
い
た
ほ
う
が
。

と
っ
て
も
と
っ
て
も
心
が
は
ず
む
よ
。
だ
か

ら
、
と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
、
た
く

さ
ん
と
も
だ
ち
と
あ
そ
ん
で
ね
。

児

蕈
生

徒

文

集

「

く

に
み

第
3
1
号

」

か

ら
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